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(57)【要約】
【課題】測定参照信号の送信電力調整方法及び装置を提
供する。
【解決手段】端末は、測定参照シンボルで複数のＳＲＳ
の送信のための複数の送信電力を決定する。端末は、複
数のＳＲＳに関する総送信電力が最大送信電力を越える
場合、同じ調整係数でそれぞれを調整する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける測定参照信号の送信電力を調整する方法であって、
　測定参照シンボルで複数の測定参照信号（ＳＲＳ）を送信するための複数の送信電力を
決定する段階と、
　前記複数のＳＲＳに対する総送信電力が最大送信電力を越える場合、同じ調整係数で前
記複数の送信電力それぞれを調整する段階と、
を含む方法。
【請求項２】
　前記複数のＳＲＳはそれぞれ、個々のサービス提供セルに対応する、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　ＳＲＳそれぞれの送信電力は、個々のＳＲＳ送信の帯域幅に基づいて決定される、請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　サービス提供セルｃのサブフレームｉで送信されるＳＲＳそれぞれの送信電力は、次の
式のように決定される、請求項３に記載の方法。
【数１】

　ここで、ＰCMAX,c(ｉ)は、サービス提供セルｃのサブフレームｉに設定された送信電力
であり、ＰSRS_OFFSET,c(ｍ)は、サービス提供セルｃの上位階層によって設定されるパラ
メータであり、ＭSRScは、サービス提供セルｃのサブフレームｉにおけるＳＲＳ送信の帯
域幅であり、ＰO_PUSCH,c(ｊ)、αc(ｊ)、ＰＬc、及びｆc(ｉ)は、パラメータである。
【請求項５】
　前記測定参照シンボルは、サブフレームの最後の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シ
ンボルである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記サブフレームは、ＳＲＳ周期及びＳＲＳサブフレームオフセットを含むＳＲＳ設定
を満たすサブフレームのうち一つである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　無線通信システムにおける測定参照信号の送信電力を調整するように構成された端末で
あって、
　無線信号を送信するように構成された無線周波（ＲＦ）部と、
　前記ＲＦ部と接続されたプロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、
　測定参照シンボルで複数の測定参照信号（ＳＲＳ）を送信するための複数の送信電力を
決定し、
　前記複数のＳＲＳに対する総送信電力が最大送信電力を越える場合、同じ調整係数で前
記複数の送信電力それぞれを調整するように構成された、端末。
【請求項８】
　前記複数のＳＲＳはそれぞれ、個々のサービス提供セルに対応する、請求項７に記載の
端末。
【請求項９】
　ＳＲＳそれぞれの送信電力は、個々のＳＲＳ送信の帯域幅に基づいて決定される、請求
項８に記載の端末。
【請求項１０】
　サービス提供セルｃのサブフレームｉで送信されるＳＲＳそれぞれの送信電力は、次の
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式のように決定される、請求項９に記載の端末。
【数２】

　ここで、ＰCMAX,c(ｉ)は、サービス提供セルｃのサブフレームｉに設定された送信電力
であり、ＰSRS_OFFSET,c(ｍ)は、サービス提供セルｃの上位階層によって設定されるパラ
メータであり、ＭSRScは、サービス提供セルｃのサブフレームｉにおけるＳＲＳ送信の帯
域幅であり、ＰO_PUSCH,c(ｊ)、αc(ｊ)、ＰＬc、及びｆc(ｉ)は、パラメータである。
【請求項１１】
　前記測定参照シンボルは、サブフレームの最後の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シ
ンボルである、請求項７に記載の端末。
【請求項１２】
　前記サブフレームは、ＳＲＳ周期及びＳＲＳサブフレームオフセットを含むＳＲＳ設定
を満たすサブフレームのうち一つである、請求項１１に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおける測定参照信号の
送信電力を調整する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）技術仕様（ＴＳ）リリース８に基づ
く長期進化（ＬＴＥ）システムは、有力な次世代移動通信標準である。
【０００３】
　３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０(２００９－０５)“Ｅｖｏｌｖｅｄ Ｕｎｉｖ
ｅｒｓａｌ Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ(Ｅ－ＵＴＲＡ)；Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ Ｃｈａｎｎｅｌｓ ａｎｄ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ(Ｒｅｌｅａｓｅ ８)”に開
示されているように、ＬＴＥにおける物理チャネルは、ダウンリンクチャネルである物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）及び物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）と、アップリンクチャネルである物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）及び
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）とに分けられる。
【０００４】
　ＰＵＣＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）の肯定応答／否定応答（ＡＣＫ
/ＮＡＣＫ）信号、チャネル品質指示子（ＣＱＩ）、スケジュール要求（ＳＲ）のような
アップリンク制御信号の送信に使われるアップリンク制御チャネルである。
【０００５】
　アップリンク参照信号は、復調参照信号（ＤＭＲＳ）と測定参照信号(ＳＲＳ）とに分
けることができる。ＤＭＲＳは、受信された信号の復調のためのチャネル推定に使われる
参照信号である。ＳＲＳは、アップリンクスケジュールのために端末が基地局に送信する
参照信号である。基地局は、受信されたＳＲＳによってアップリンクチャネルを推定し、
推定されたアップリンクチャネルをアップリンクスケジュールに用いる。
【０００６】
　一方、３ＧＰＰ ＬＴＥの進化である３ＧＰＰ高度ＬＴＥ（ＬＴＥ－Ａ）の開発が進行
している。３ＧＰＰ ＬＴＥ－Ａに導入される技術には、搬送波集約(ｃａｒｒｉｅｒ ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ)及び４個以上のアンテナポートをサポートする多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）システムがある。
【０００７】
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　搬送波集約は、複数のコンポーネント搬送波を使用する。コンポーネント搬送波は、中
心周波数及び帯域幅によって定義される。一つのダウンリンクコンポーネント搬送波又は
アップリンクコンポーネント搬送波とダウンリンクコンポーネント搬送波との対が一つの
セルに対応する。複数のダウンリンクコンポーネント搬送波を用いてサービスの提供を受
ける端末は、複数のサービス提供セルからサービスの提供を受けると言うことができる。
【０００８】
　複数のサービス提供セルが存在するとき、複数のサービス提供セルにおいて複数の測定
参照信号を送信することができる。端末の最大送信電力は限界があるため、複数の測定参
照信号の送信電力を調整する方法が必要になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、複数の測定参照信号に関する送信電力を調整する方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　一態様において、無線通信システムにおける測定参照信号の送信電力調整方法が提供さ
れる。この方法は、測定参照シンボルで複数の測定参照信号（ＳＲＳ）を送信するための
複数の送信電力を決定する段階と、複数のＳＲＳに関する総送信電力が最大送信電力を越
える場合、同じ調整係数で複数の送信電力それぞれを調整する段階と、を含む。
【００１１】
　複数のＳＲＳはそれぞれ、個々のサービス提供セルに対応する。
【００１２】
　ＳＲＳそれぞれの送信電力は、個々のＳＲＳ送信の帯域幅に基づいて決定される。
【００１３】
　サービス提供セルｃのサブフレームｉで送信されるＳＲＳそれぞれの送信電力は、次の
式のように決定される。
【００１４】
【数１】

【００１５】
　ここで、ＰCMAX,c(ｉ)は、サービス提供セルｃのサブフレームｉに設定された送信電力
であり、
【００１６】
　ＰSRS_OFFSET,c(ｍ)は、サービス提供セルｃの上位階層によって設定されるパラメータ
であり、 
【００１７】
　ＭSRScは、サービス提供セルｃのサブフレームｉにおけるＳＲＳ送信の帯域幅であり、
【００１８】
　ＰO_PUSCH,c(ｊ)、αc(ｊ)、ＰＬc及びｆc(ｉ)は、パラメータである。
【００１９】
　測定参照シンボルは、サブフレームの最後の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボ
ルである。
【００２０】
　サブフレームは、ＳＲＳ周期及びＳＲＳサブフレームオフセットを含むＳＲＳ設定を満
たすサブフレームのうち一つである。
【００２１】
　他の態様においては、無線通信システムにおける測定参照信号の送信電力を調整する端
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末は、無線信号を送信するＲＦ部と、ＲＦ部と接続されたプロセッサとを含み、プロセッ
サは、測定参照シンボルで複数のＳＲＳ送信のための複数の送信電力を決定し、複数のＳ
ＲＳに関する総送信電力が最大送信電力を越える場合、同じ調整係数で複数の送信電力そ
れぞれを調整する。
【発明の効果】
【００２２】
　複数のサービス提供セルにおいて複数の測定参照信号が送信されるとき、測定参照信号
それぞれの送信電力を調整することができる。したがって、基地局がアップリンクスケジ
ュールをより適切に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】３ＧＰＰ ＬＴＥにおけるダウンリンク無線フレームの構造を示す図である。
【図２】３ＧＰＰ ＬＴＥにおけるアップリンクサブフレームの構造を示す図である。
【図３】複数搬送波の一例を示す図である。
【図４】非周期的ＳＲＳ送信の一例を示す図である。
【図５】本発明の一実施例によるＳＲＳ送信を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施例が具現される無線装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　端末(ユーザ装置、ＵＥ)は、固定されていてもよいし、移動性を有してもよく、移動機
（ＭＳ）、移動端末（ＭＴ）、ユーザ端末（ＵＴ）、加入者局（ＳＳ）、無線装置、ＰＤ
Ａ(ｐｅｒｓｏｎａｌ ｄｉｇｉｔａｌ ａｓｓｉｓｔａｎｔ)、無線モデム、携帯装置、等
、他の用語で呼ばれることもある。
【００２５】
　基地局（ＢＳ）は、一般に端末と通信する固定局を意味し、進化ノードＢ（ｅＮＢ）、
基地局装置（ＢＴＳ）、アクセスポイント、等、他の用語で呼ばれることもある。
【００２６】
　図１は、３ＧＰＰ ＬＴＥにおけるダウンリンク無線フレームの構造を示す。これにつ
いては、３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０(２００９－０５)“Ｅｖｏｌｖｅｄ Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ(Ｅ－ＵＴＲＡ)；
Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｃｈａｎｎｅｌｓ ａｎｄ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ(Ｒｅｌｅａｓｅ ８)
”の６節を参照されたい。
【００２７】
　無線フレームは、０～１９のインデクスが付けられた２０個のスロットからなる。一つ
のサブフレームは、２個のスロットからなる。一つのサブフレームの送信に係る時間を送
信時間間隔（ＴＴＩ）といい、例えば、一つのサブフレームの長さは１ｍｓであり、一つ
のスロットの長さは０.５ｍｓである。
【００２８】
　一つのスロットは、時間領域で複数のＯＦＤＭシンボルを含むことができる。ＯＦＤＭ
シンボルは、３ＧＰＰ ＬＴＥがダウンリンク（ＤＬ）において直交周波数分割多元接続
（ＯＦＤＭＡ）を使用するため、時間領域で一つのシンボル期間を表現するためのものに
過ぎず、多元接続方式や名称に制限があるものではない。例えば、ＯＦＤＭシンボルは、
単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、シンボル期間など、他の名
称で呼ばれることもある。
【００２９】
　一つのスロットは７ＯＦＤＭシンボルを含むと例示的に説明するが、循環プレフィクス
（ＣＰ）の長さに応じて一つのスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数は異なってもよ
い。３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０によると、正規（ｎｏｒｍａｌ）ＣＰでは、
１スロットは７ＯＦＤＭシンボルを含み、拡張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰでは、１スロッ
トは６ＯＦＤＭシンボルを含む。
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【００３０】
　リソースブロック（ＲＢ）は、リソース割当単位であり、一つのスロットで複数の副搬
送波を含む。例えば、一つのスロットが時間領域で７個のＯＦＤＭシンボルを含み、リソ
ースブロックが周波数領域で１２個の副搬送波を含むとき、一つのリソースブロックは７
×１２個のリソース要素（ＲＥ）を含むことができる。
【００３１】
　ＤＬサブフレームは、時間領域で制御領域とデータ領域とに分けられる。制御領域は、
サブフレーム内の第１のスロットの先頭に最大３個のＯＦＤＭシンボルを含むが、制御領
域に含まれるＯＦＤＭシンボルの個数は異なってもよい。制御領域にはＰＤＣＣＨ及び他
の制御チャネルが割り当てられ、データ領域にはＰＤＳＣＨが割り当てられる。
【００３２】
　３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０に開示されているように、３ＧＰＰ ＬＴＥに
おける物理チャネルは、データチャネルであるＰＤＳＣＨ及びＰＵＳＣＨと、制御チャネ
ルであるＰＤＣＣＨ、物理制御フォーマット指示子チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ＨＡ
ＲＱ指示子チャネル（ＰＨＩＣＨ）及びＰＵＣＣＨとに分けられる。
【００３３】
　サブフレームの最初のＯＦＤＭシンボルで送信されるＰＣＦＩＣＨは、サブフレーム内
で制御チャネルの送信に使われるＯＦＤＭシンボルの数（すなわち、制御領域のサイズ）
に関する制御フォーマット指示子（ＣＦＩ）を搬送する。端末は、まず、ＰＣＦＩＣＨ上
のＣＦＩを受信した後、ＰＤＣＣＨを監視する。
【００３４】
　ＰＤＣＣＨとは違って、ＰＣＦＩＣＨはブラインド復号を使用せずに、サブフレームの
固定されたＰＣＦＩＣＨリソースを介して送信される。
【００３５】
　ＰＨＩＣＨは、アップリンクＨＡＲＱのためのＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号を搬送する。端末
によって送信されるＰＵＳＣＨ上のＵＬデータに対するＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号は、ＰＨＩ
ＣＨ上で送信される。
【００３６】
　物理同報チャネル（ＰＢＣＨ）は、無線フレームの第１のサブフレームの第２のスロッ
トの最初の４個のＯＦＤＭシンボルで送信される。ＰＢＣＨは、端末が基地局との通信に
必須なシステム情報を搬送し、ＰＢＣＨを介して送信されるシステム情報を主情報ブロッ
ク（ＭＩＢ）という。これに対し、ＰＤＣＣＨによって指示されるＰＤＳＣＨ上で送信さ
れるシステム情報をシステム情報ブロック（ＳＩＢ）という。
【００３７】
　ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報をダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）という。Ｄ
ＣＩは、ＰＤＳＣＨのリソース割当（これをＤＬ許可（ｄｏｗｎｌｉｎｋ ｇｒａｎｔ）
とも呼ぶ）、ＰＵＳＣＨのリソース割当（これをＵＬ許可（ｕｐｌｉｎｋ ｇｒａｎｔ）
とも呼ぶ）、任意のＵＥグループ内の個別ＵＥに対する送信電力制御命令の集合及び／又
はＶｏＩＰの活性化を含むことができる。
【００３８】
　３ＧＰＰ ＬＴＥでは、ＰＤＣＣＨの検出のためにブラインド復号を使用する。ブライ
ンド復号は、受信されたＰＤＣＣＨ（これを候補ＰＤＣＣＨという）の巡回冗長検査ビッ
ト（ＣＲＣ）から所望の識別子をデマスクし、ＣＲＣ誤りを検査して当該ＰＤＣＣＨが自
身の制御チャネルか否かを確認する方式である。
【００３９】
　基地局は、端末に送ろうとするＤＣＩに応じてＰＤＣＣＨフォーマットを決定した後、
ＤＣＩにＣＲＣを付け、ＰＤＣＣＨの所有者又は用途に応じて固有の識別子（これを無線
ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）という）をＣＲＣにマスクする。
【００４０】
　図２は、３ＧＰＰ ＬＴＥにおけるアップリンクサブフレームの構造を示す。
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【００４１】
　ＵＬサブフレームは、周波数領域でアップリンク制御情報を搬送するＰＵＣＣＨが割り
当てられる制御領域と、ユーザデータを搬送するＰＵＳＣＨが割り当てられるデータ領域
と、に分けられる。
【００４２】
　ＰＵＣＣＨは、サブフレーム内のＲＢ対（ｐａｉｒ）に割り当てられる。ＲＢ対に属す
るＲＢは、第１のスロット及び第２のスロットがそれぞれ、別個の副搬送波を占める。ｍ
は、サブフレーム内でＰＵＣＣＨに割り当てられたＲＢ対の論理的な周波数領域位置を示
す位置インデクスである。同じ値を有するＲＢが２個のスロットで別個の副搬送波を占め
ていることを示している。
【００４３】
　３ＧＰＰ ＴＳ ３６.２１１ Ｖ８.７.０によると、ＰＵＣＣＨは、複数フォーマットを
サポートする。ＰＵＣＣＨフォーマットに従属した変調方式に応じて、別個のサブフレー
ム当たりビット数を有するＰＵＣＣＨを使用することができる。
【００４４】
　次の表１は、ＰＵＣＣＨフォーマットに応じた変調方式及びサブフレーム当たりビット
数の例を示す。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１はＳＲの送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂ
はＨＡＲＱのためのＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号の送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット２は
ＣＱＩの送信に使われ、ＰＵＣＣＨフォーマット２ａ/２ｂはＣＱＩ及びＡＣＫ/ＮＡＣＫ
信号の同時送信に使われる。サブフレームでＡＣＫ/ＮＡＣＫ信号だけを送信するときは
、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂが使われ、ＳＲが単独に送信されるときは、ＰＵＣ
ＣＨフォーマット１が使われる。ＳＲとＡＣＫ/ＮＡＣＫとを同時に送信するときはＰＵ
ＣＣＨフォーマット１が使われ、ＳＲに割り当てられたリソースによってＡＣＫ/ＮＡＣ
Ｋ信号を変調して送信する。
【００４７】
　次に、複数搬送波（ｍｕｌｔｉｐｌｅ ｃａｒｒｉｅｒ）システムについて説明する。
【００４８】
　３ＧＰＰ ＬＴＥシステムは、ダウンリンク帯域幅とアップリンク帯域幅とが異なるよ
うに設定される場合をサポートするが、これは一つのコンポーネント搬送波（ＣＣ）を前
提とする。３ＧＰＰ ＬＴＥシステムは、最大２０ＭＨｚをサポートし、アップリンク帯
域幅とダウンリンク帯域幅とは異なることもあるが、アップリンク及びダウンリンクそれ
ぞれで一つのＣＣだけをサポートする。
【００４９】
　スペクトラム集約（ｓｐｅｃｔｒｕｍ ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）（又は、帯域幅集約
（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）、搬送波集約という）は、複数のＣＣ
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をサポートすることである。例えば、２０ＭＨｚ帯域幅を有する搬送波単位の粒度（ｇｒ
ａｎｕｌａｒｉｔｙ）として５個のＣＣが割り当てられたとき、最大１００ＭＨｚの帯域
幅をサポートすることができる。
【００５０】
　ＣＣ又はＣＣ対は、一つのセルに対応することができる。各ＣＣで同期信号及びＰＢＣ
Ｈが送信されるとき、一つのＤＬ ＣＣは一つのセルに対応する。したがって、複数のＣ
Ｃを介して基地局と通信する端末は、複数のサービス提供セルからサービスの提供を受け
ると言うことができる。
【００５１】
　図３は、複数搬送波の一例を示す。
【００５２】
　ＤＬ ＣＣ及びＵＬ ＣＣがそれぞれ３個あるが、ＤＬ ＣＣ及びＵＬ ＣＣの個数に制限
があるものではない。各ＤＬ ＣＣで、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨとが独立に送信され、各
ＵＬ ＣＣで、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとが独立に送信される。ＤＬ ＣＣ－ＵＬ ＣＣ対
が３個定義されるため、端末は３個のサービス提供セルからサービスの提供を受けると言
うことができる。
【００５３】
　端末は、複数のＤＬ ＣＣでＰＤＣＣＨを監視し、複数のＤＬ ＣＣを介して同時にＤＬ
送信ブロックを受信することができる。端末は、複数のＵＬ ＣＣを介して同時に複数の
ＵＬ送信ブロックを送信することができる。
【００５４】
　ＤＬ ＣＣ＃１とＵＬ ＣＣ＃１との対が第１のサービス提供セルになり、ＤＬ ＣＣ＃
２とＵＬ ＣＣ＃２との対が第２のサービス提供セルになり、ＤＬ ＣＣ＃３が第３のサー
ビス提供セルになると仮定する。サービス提供セルはそれぞれ、セルインデクス（ＣＩ）
によって識別することができる。ＣＩは、セル内で固有であり、又は端末特定である。こ
こでは、第１乃至第３のサービス提供セルにＣＩ＝０，１，２が付与された例を示す。
【００５５】
　サービス提供セルは、１次セル（ｐｒｉｍａｒｙ ｃｅｌｌ）と２次セル（ｓｅｃｏｎ
ｄａｒｙ ｃｅｌｌ）とに分けることができる。１次セルは、１次周波数で動作し、端末
が初期接続確立過程を実行したか、接続再確立過程を開始したか、ハンドオーバ過程で１
次セルとして指定されたセルである。１次セルは、基準セル（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｃｅ
ｌｌ）とも呼ぶ。２次セルは、２次周波数で動作し、ＲＲＣ接続が確立された後に設定す
ることができ、追加的な無線リソースの提供に用いることができる。常に少なくとも一つ
の１次セルが設定され、２次セルは上位階層信号通知（例えば、ＲＲＣメッセージ）によ
って追加／修正／解除することができる。
【００５６】
　１次セルのＣＩは固定することができる。例えば、最も低いＣＩを、１次セルのＣＩと
して指定することができる。以降、１次セルのＣＩは０であり、２次セルのＣＩは１から
順次割り当てられると仮定する。
【００５７】
　次に、ＳＲＳ送信について説明する。
【００５８】
　ＳＲＳ送信は、周期的ＳＲＳ送信と非周期的（ａｐｅｒｉｏｄｉｃ）ＳＲＳ送信とに分
けることができる。周期的ＳＲＳ送信は、周期的ＳＲＳ設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ）によって起動されるサブフレームで送信される。周期的ＳＲＳ設定は、ＳＲＳ周期（
ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ）とＳＲＳサブフレームオフセットとを含む。周期的ＳＲＳ設定
がなされると、端末は周期的ＳＲＳ設定を満たすサブフレームで周期的にＳＲＳを送信す
ることができる。
【００５９】
　非周期的ＳＲＳ送信は、基地局のＳＲＳ要求が検出されると、ＳＲＳを送信する。非周
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期的ＳＲＳ送信のために、ＳＲＳ設定が予めなされる。ＳＲＳ設定もＳＲＳ周期ＴSRS及
びＳＲＳサブフレームオフセットＴOffsetを含む。
【００６０】
　非周期的ＳＲＳ送信の起動のためのＳＲＳ要求は、ＰＤＣＣＨ上のＤＬ許可又はＵＬ許
可に含むことができる。例えば、ＳＲＳ要求が１ビットの場合、‘０’は否定的ＳＲＳ要
求を示し、‘１’は肯定的ＳＲＳ要求を示すことができる。ＳＲＳ要求が２ビットの場合
、‘００’は否定的ＳＲＳ要求を示し、残りは肯定的ＳＲＳ要求を示し、ＳＲＳ送信のた
めの複数のＳＲＳ設定のうち一つを選択することができる。
【００６１】
　ＤＬ許可又はＵＬ許可がＣＩを含まないときは、ＳＲＳ要求が検出されたＰＤＣＣＨの
サービス提供セルでＳＲＳを送信することができる。ＤＬ許可又はＵＬ許可がＣＩを含む
ときは、ＣＩによって指示されるサービス提供セルでＳＲＳを送信することができる。
【００６２】
　サービス提供セルｃのサブフレームｎで、肯定的ＳＲＳ要求が検出されると仮定する。
肯定的ＳＲＳ要求が検出されると、ＳＲＳはｎ＋ｋ、ｋ≧４の場合、並びに時分割２重通
信（ＴＤＤ）でＴSRS>２の場合、及び周波数分割２重通信（ＦＤＤ）で(１０＊ｎf＋ｋSR

S－Ｔoffset)ｍｏｄ ＴSRS＝０を満たす最初のサブフレームの場合、に送信される。ＦＤ
Ｄでは、フレームｎf内でサブフレームインデクスｋSRS＝｛０,１,...,９｝であり、ＴＤ
Ｄでは、ｋSRSは予め決まったテーブルで定義される。ＴSRS＝２であるＴＤＤでは、(ｋS

RS－Ｔoffset)ｍｏｄ５＝０を満たす最初のサブフレームでＳＲＳが送信される。
【００６３】
　以下、ＳＲＳが送信されるサブフレームをＳＲＳサブフレーム又は起動されたサブフレ
ームという。周期的ＳＲＳ送信及び非周期的ＳＲＳ送信におけるＳＲＳは、端末特定であ
るように決定されたＳＲＳサブフレームで送信することができる。
【００６４】
　ＳＲＳサブフレームでＳＲＳが送信されるＯＦＤＭシンボルの位置は固定してもよい。
例えば、ＳＲＳサブフレームの最後のＯＦＤＭシンボルでＳＲＳを送信することができる
。ＳＲＳが送信されるＯＦＤＭシンボルを測定参照シンボルという。
【００６５】
　図４は、非周期的ＳＲＳ送信の一例を示す。ＳＲＳ設定は、ＳＲＳ周期ＴSRS＝５及び
ＳＲＳサブフレームオフセットＴoffset＝０を含むと仮定する。
【００６６】
　ＳＲＳ設定によって、サブフレームｎ＋１、サブフレームｎ＋６がＳＲＳ送信の可能な
サブフレームであると仮定する。
【００６７】
　サブフレームｎのＰＤＣＣＨ上でＳＲＳ要求が検出されると、サブフレームｎ＋４以後
にＳＲＳ設定を満たす最初のサブフレームであるサブフレームｎ＋６でＳＲＳが送信され
る。
【００６８】
　サービス提供セルｃのサブフレームｉにおける測定参照シンボルの送信電力ＰSRS,c(ｉ
)は、次のように定義される。
【００６９】
　　（式１）
【数２】

【００７０】
　ここで、ＰCMAX,c(ｉ)は、サービス提供セルｃのサブフレームｉに設定された送信電力
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であり、
【００７１】
　ＰSRS_OFFSET,c(ｍ)は、サービス提供セルｃのｍ＝０及びｍ＝１に対して上位階層によ
って半静的に設定される４ビット端末特定パラメータであって、周期的ＳＲＳの場合ｍ＝
０、非周期的ＳＲＳの場合ｍ＝１であり、
【００７２】
　ＭSRScは、サービス提供セルｃのサブフレームｉにおけるＳＲＳ送信の帯域幅であり、
【００７３】
　ＰO_PUSCH,c(ｊ)はサービス提供セルｃのサブフレームｉで上位階層によって与えられ
るセル特定名目コンポーネント(ｎｏｍｉｎａｌ ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ)であるＰO_NOMINAL

_PUSCH,c(ｊ)と端末特定コンポーネントであるＰO_UE_PUSCH,c(ｊ)との和で構成されるパ
ラメータであって、ｊ＝１であり、
【００７４】
　αc(ｊ)はサービス提供セルｃに対して上位階層によって与えられる３ビットのパラメ
ータであって、ｊ＝１であり、
【００７５】
　ＰＬcはサービス提供セルｃに対して端末で計算されたダウンリンク経路損失（ｐａｔ
ｈｌｏｓｓ）の推定値であり、
【００７６】
　ｆc(ｉ)はサービス提供セルｃに関する、現在のＰＵＳＣＨ電力制御調整状態である。
【００７７】
　次に、複数のサービス提供セルに複数のＳＲＳを送信する方法について提案する。
【００７８】
　提案された発明は、端末が同じサブフレームで同じサービス提供セル又は異なるサービ
ス提供セルに対して複数のＳＲＳが起動されるとき、ＳＲＳを送信する方法に関する。
【００７９】
　第１に、一つのサービス提供セルの同じサブフレームで複数の非周期的ＳＲＳが起動さ
れる場合を例示する。
【００８０】
　端末は、複数の非周期的ＳＲＳを複数のＳＲＳ要求のうち、直近のサブフレーム（ＳＲ
Ｓ送信が起動されたサブフレームと最も近いサブフレーム）を介するＳＲＳ要求だけを適
用し、残りのＳＲＳ要求は無視することができる。ＳＲＳ送信が行われる前に設定を動的
に変更するために、基地局は意図的に複数のＳＲＳ要求を送ることができるためである。
端末が一つのＳＲＳ要求の検出に失敗したときは、基地局と端末との間のＳＲＳ送信にミ
スマッチが発生する恐れはない。
【００８１】
　第２に、複数のサービス提供セルにおいて、複数の非周期的ＳＲＳのための複数のＳＲ
Ｓ要求が検出される場合を例示する。
【００８２】
　端末は、複数の非周期的ＳＲＳを複数のＳＲＳ要求のうち直近のサブフレーム（ＳＲＳ
送信が起動されたサブフレームと最も近いサブフレーム）を介するＳＲＳ要求だけを適用
し、残りのＳＲＳ要求は無視することができる。直近のサブフレームが複数である場合、
すべてのＳＲＳ送信を無視することができる。又は、直近のサブフレームを介するＳＲＳ
要求が複数である場合、予め決まった規則（例えば、ＣＩの順序等）によって一つのＳＲ
Ｓ要求だけを適用してもよい。これは単一搬送波特性を満たす長所がある。
【００８３】
　第３に、複数のサービス提供セルの同じサブフレームで複数のＳＲＳが起動される場合
を例示する。サービス提供セルごとにＳＲＳをそれぞれ起動することができる。例えば、
Ｍ個のサービス提供セルに対してＭ個のＳＲＳを起動することができる。
【００８４】
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　単一搬送波特性を満たすために、複数のＳＲＳのうち一つだけを送信することができる
。送信されるＳＲＳを選択するために、次のような方法が選択可能である。
【００８５】
　（１）端末と基地局との間で予め決めた順序に従ってＳＲＳ送信の優先順位を与えるこ
とができる。例えば、小さいＣＩ値を有するサービス提供セルが高い優先順位をしてもよ
い。又は、１次セルが最も高い優先順位を有してもよい。
【００８６】
　（２）基地局が優先順位を端末にＲＲＣメッセージを介して知らせることができる。
【００８７】
　（３）ＵＬチャネルとの多重化に応じて優先順位を異なるようにすることができる。例
えば、ＰＵＳＣＨと共に送信されるＳＲＳが最も高い優先順位を有してもよい。これは、
当該ＰＵＳＣＨの最後のシンボル又は一部シンボルが、同じセルでのＳＲＳ送信のために
穿孔された場合、当該セルでＳＲＳを送信することがＰＵＳＣＨを穿孔することによって
浪費するリソースを減らすことができるためである。又は、ＰＵＳＣＨと共に送信される
ＳＲＳが最も低い優先順位を有してもよい。これは、ＰＵＳＣＨが送信される場合、当該
サービス提供セルに対しては基地局がＵＬスケジュールを実行する程度にチャネル状態を
知っていると期待することができるためである。
【００８８】
　（４）ＳＲＳ送信のための帯域幅によって優先順位を異なるようにすることができる。
例えば、広い帯域幅を有するＳＲＳが高い優先順位を有してもよい。
【００８９】
　（５）ＳＲＳ周期によって優先順位を異なるようにすることができる。例えば、ＳＲＳ
周期が長いほど高い優先順位を有してもよい。これは、ＳＲＳ送信が省略されると、長い
時間ＳＲＳ送信が遅延することがあるためである。
【００９０】
　第４に、複数のサービス提供セルの同じサブフレームで複数のＳＲＳが起動されるとき
、複数のＳＲＳを該当される測定参照シンボルで同時に送信することができる。サービス
提供セルに対してＳＲＳ送信を独立に設定することができる。
【００９１】
　複数のＳＲＳが同時に送信されるとき、総送信電力の和が最大送信電力の和より大きく
なることがある。したがって、送信電力の調整が必要である。
【００９２】
　図５は、本発明の一実施例によるＳＲＳ送信を示すフローチャートである。
【００９３】
　端末は、複数のＳＲＳそれぞれの送信電力を決定する(Ｓ５１０)。
【００９４】
　端末は、複数のＳＲＳの総送信電力が最大送信電力を越えると(Ｓ５２０)、ＳＲＳそれ
ぞれの送信電力を調整する(Ｓ５３０)。
【００９５】
　端末は、調整された送信電力を用いて複数のＳＲＳを送信する(Ｓ５４０)。
【００９６】
　複数のＳＲＳの総送信電力が最大送信電力を越えないように、端末は、次のように送信
電力を調整することができる。
【００９７】
　　（式２）
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【数３】

【００９８】
　ここで、ｗ(ｉ)はサービス提供セルｃに対するＰSRC,c(ｉ)の調整係数（ｓｃａｌｉｎ
ｇ ｆａｃｔｏｒ）であり、ＰCMAX(ｉ)はサブフレームｉの最大送信電力であり、ＰSRC,c

(ｉ)はサービス提供セルｃのサブフレームｉにおけるＳＲＳそれぞれの送信電力であり、
式１のように定義することができる。
【００９９】
　上述の調整によって、サービス提供セルそれぞれのＳＲＳ送信電力は、ｗ(ｉ)ＰSRS,c(
ｉ)に再調整される。
【０１００】
　ＳＲＳそれぞれの優先順位に応じてｗ(ｉ)を決定することができる。例えば、優先順位
が高いＳＲＳ（又は優先順位が高いサービス提供セル）に対してより大きいｗ(ｉ)を与え
てもよい。
【０１０１】
　複数のＳＲＳに対して同じ割合で送信電力を減少させることができる。端末は、複数の
サービス提供セルにわたって同じｗ(ｉ)でそれぞれの送信電力を調整することができる。
【０１０２】
　図６は、本発明の実施例が具現される無線装置を示すブロック図である。
【０１０３】
　端末６０は、メモリ６２、プロセッサ６１、及び無線周波（ＲＦ）部６３を含む。メモ
リ６２は、プロセッサ６１と接続され、プロセッサ６１を駆動するための多様な情報を記
憶する。ＲＦ部６３は、プロセッサ６１と接続され、無線信号を送信及び／又は受信する
。プロセッサ６１は、提案された機能、過程及び／又は方法を具現する。前述した実施例
における端末６０の動作は、プロセッサ６１によって具現することができる。プロセッサ
６１は、ＳＲＳと、ＰＵＣＣＨ及び／又はＰＵＳＣＨとの衝突可否を判断し、ＳＲＳを送
信する。
【０１０４】
　プロセッサは、特定用途集積回路（ＡＳＩＣ）、他のチップセット、論理回路及び／又
はデータ処理装置を含むことができる。メモリは、ＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリ、
メモリカード、記憶媒体及び／又は他の記憶装置を含むことができる。ＲＦ部は、無線信
号を処理するためのベースバンド回路を含むことができる。実施例がソフトウェアで具現
されるとき、前述した方式は、前述した機能を遂行するモジュール（過程、機能など）で
具現することができる。モジュールは、メモリに記憶され、プロセッサによって実行され
る。メモリは、プロセッサの内部又は外部にあり、よく知られた多様な手段でプロセッサ
と接続される。
【０１０５】
　前述した例示的なシステムにおいて、方法は、一連の段階又はブロックで順序図に基づ
いて説明されているが、本発明は、段階の順序に限定されるものではなく、ある段階は、
前述と異なる段階、及び異なる順序で、又は同時に実行することができる。また、当業者
であれば、順序図に示す段階が排他的でなく、異なる段階を含めたり、順序図の一つ又は
その以上の段階が本発明の範囲に影響を及ぼさずに削除したりできることを理解するであ
ろう。
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